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謹賀新年 

2020 年の干支は庚子（かのえ・ね）。「庚」は結実の後の

転身、「子」は繁殖や発展を意味していて、新しいことを始

めるのに大きなチャンスのある年と言えます。昨年の大き

な試練を乗り越えて、明るい未来に向けて皆さんと力を合

わせていきたいです。一緒に頑張りましょう❣ 

 

 

 

人も資金も、災害対応に集中して欲しい 

●総額 130 億円にのぼる災害関連補正予算 

９月の台風 15 号以降、災害関連を中心とした補正予算が

相次ぎ、12 月議会までで約 130 億円にのぼります。このう

ち大きなものは、ごみ処理 67 億円、家屋修理補助 11 億円、

農業支援 40 億円等です。これらの大半は国からの補助で賄

われますが、これまで蓄えてきた貯金（財政調整基金）が今

年度末には底を尽くとみられています。今後も復旧復興に

大量の資金が必要となりますが、少なくとも全市民の家屋

修復ができるまで、非常時対応として不要不急の支出を先

送りする、これまでに増して例外なく優先順位を徹底する

ことが何より大切なことではないでしょうか。 

●船形バイパスは例外扱い！？ 

そんな中、船形バイパスだけは例外扱いに 

みえます。今期、予定していた用地買収が進んで 

いないため１億円を減額するのですが、その浮いた分を船形

バイパスの他の工事にあてる、というのです。工事を一時中

断してその分を災害対策に当てるべきと主張しましたが、国

の交付金が今後入りにくくなるかもしれないから「それとこ

れとは別」という市長の答弁。首長として、体を張ってでも

国と交渉するくらい真剣に被災者に寄り添って欲しいと考

えた結果、補正予算にも「反対」しました‼ 

12 月議会報告 

こんな費用もかかっています！（全て税金です） 

★ブルーシートに１億円以上 （その他、大量の支援分も） 

災害後、店頭に品物が揃うようになってからも、“もらえるものは

もらっておこう”と何枚もブルーシートを確保している人もいま

した。これではいくら資金があっても足りません。 

★ごみ処理費用に 67 億円 

明らかに災害ごみではない家電製品や家具等の“便乗ごみ”も 

大量に捨てられていました。 

★避難所の毛布は１枚約 3,000 円 

避難所で配布された毛布はその後、リサイクルにも同じくらいの

金額がかかり、使い道がなければ大量廃棄の運命にあります。 

ちなみに、避難所へは食料持参をお願いしています。 
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台風 15号の検証 

●災害時の“情報の重要性”を知ろう 

「災害時には情報がないことが何よりも不安だった」と

いう声を沢山聞きました。この点で市の情報発信の仕方に

大きな課題がみえました。例えば「明日から災害ボランティ

アセンターを閉鎖します」という突然の告知に大きな不安

が広がりました。もっと余裕をもって告知できないか、また

「閉鎖しても困っている方の相談は受け付けます」の一言

があるだけでも安心感が全く異なります。被災した学校給

食センターについても、今後の方針が保護者に示されるま

で２か月。何も情報がない中で混乱やデマも広がりました。

「今はこういうことを検討しています」という途中経過も

積極的に発信していくように、今後改めて欲しいです。 

●共助の要
かなめ

「自主防災組織」 

誰一人取り残さないためには、顔の見える範囲で繋がる

自主防災組織が安否確認や被害状況の把握等に積極的に関

わっていくのが最も有効です。市が全ての情報を直接把握

することはとうてい無理。でも被害状況がはっきりしない

と支援がうまく行き届きません。自主防災組織の中で、消防

団等の力も借りながら地区の情報把握ができるように、皆

さんの地区でも役割分担など確認してはいかがでしょうか。 

●ボランティアなくして災害復旧はできません 

社会福祉協議会内に災害ボランティアセンターが設置さ

れ、10 月 27 日に閉鎖されるまで 48 日間で 3,551 人のボラ

ンティアを受け入れました。館山市にとって恐らく初めて

の出来事でしたが、大災害の時にはボランティアの手を借

りることなく復旧復興はできないことを痛感しました。 

他にも、多くの個人や団体のボランティアの方々が獅子

奮闘の活躍をしてくれました。こうしたボランティアの

方々には心から感謝するとともに、学べることを学び、今後

のご縁を繋いておくことも大切です。そのため、例えば感謝

状付与や復興大使の任命、さらにはボランティア団体との

反省会等を行うことを市に提言しました。 

＊1月 15日～21日は、阪神・淡路大震災を機に定められた 

「防災とボランティア週間」です。 

 

むろあつみ後援会 

〒294-0307 館山市波左間 1049-2 

TEL 29-5333 FAX 29-5337 

Email：muroatsumi@gmail.com  

★日曜街頭演説、毎週続けています★ 

＊公職選挙法の問題から、市内の方に年賀状をお届けできないことご了承下さい。 

mailto:muroatsumi@gmail.com

